
平成 30年２月 14日 

次年度における行政改革研究会について（案） 

 
１．研究会について 

 ・ 県内市町村に共通する行政課題の解決に向けた研究及び検討を具体的に行う作

業部会として、選定した課題ごとに「研究部会」又は「検討部会」を設置する。 

・ 「研究部会」は、課題の解決に向けた調査・研究を行う。 

・ 「検討部会」は、市町村間の連携等を具現化するために必要な、実際の検討及 

 び協議を行う。 

・ 参加を希望する市町村の職員で構成する。 

 

２．行政改革研究会のイメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【調査研究機能】 【調整・支援機能】 
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資料４ 



 

３．30 年度の検討テーマ（案）について 

 テーマ名 検討事項 

Ａ 行政評価手法及び内部統制体制

の整備に関する研究【研究部会】 

・有効な行政評価手法及び内部統制体制に

ついて研究・検討する。 

Ｂ 公平委員会の共同処理の検討【検

討部会】 

・公平委員会の共同処理の実現に向けた検

討及び調整を行う。 

Ｃ 電算システムの共同処理の検討

【検討部会】 

・電算システムの共同化や自治体クラウド

の実施に向けた検討及び調整を行う。 

 
４．スケジュールについて 

時期 内容 

２月 14日 第２回行政改革研究会開催（H30 年度研究テーマ決定） 
４月中 ・テーマごとに、参加団体を募集し、部会を設置 
５月～ ・部会ごとに検討を開始【年３～４回の開催を予定】 

①研究部会 
Ａ．「行政評価手法・内部統制体

制の整備」研究部会 

②検討部会 
Ｂ．「公平委員会共同処理」検討部会 
Ｃ．「電算システム共同化」検討部会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

12 月 ・研究成果の取りまとめ及び報告書の作成 
・次年度以降の部会の進め方について協議 

２月 ・研究成果を研究会へ報告 

 

 

【部会の流れ（例）】 
・現状把握と課題を整理、個別具 
体的な検討テーマを決定 

 
・検討テーマの検討及び研究 
 
・（必要に応じて）先進自治体の 
取組を聴取、視察 等 

【部会の流れ（例）】 
・現状把握と課題を整理、部会の目標 
を決定 

・市町村による連携手法、効果と課題、 
その解決方法を検討 

・具体的な連携実現のための調整 
・（必要に応じて）先進自治体の取組 
を聴取、視察 等 


